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オレンジリボン運動 
第2回　公式ポスターコンテスト2010 

開催のご案内 

【主催】：NPO法人　児童虐待防止全国ネットワーク 
【後援】：内閣府　文部科学省　厚生労働省　日本子ども虐待防止学会　こども未来財団　ＳＢＩ子ども希望財団　読売新聞社　
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　　　主旨 

平成20年度の児童相談所の虐待相談処理件数は、年間で４万2千件を超えてしまいました。 
３日に一人の子どもたちの尊い命が虐待により失われています。 

オレンジリボン運動は子ども虐待防止のシンボルマークとしてオレンジリボンを広めること 
で、子どもへの虐待をなくすことを呼びかける市民運動です。
　
ＮＰＯ法人　児童虐待防止全国ネットワークは、オレンジリボン運動の総合窓口として、啓発 
運動を通じて多くの方々に子ども虐待の実態を伝え、虐待のない社会を築くことを目指して 
多角的な活動を行っております。 

そのひとつに、昨年度より「オレンジリボン運動公式ポスターコンテスト」を開催しています。 
ポスターの制作を通じて情報のオピニオンリーダーでもあるクリエイターの方々に対して、 
関心を持っていただくことを目的に公募しております。 

このコンテストは趣旨に賛同いただける企業・団体様と共に活動を進めておりますので、 
ご協力のほどよろしくお願い致します。 

共催していただける企業・団体様を募集しております。 
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　　共催の内容とスケジュール 
コンテストは企業・団体様と共にオレンジリボン運動を推進することを目的としていますので、 

以下の活動をお願いいたします。 

●共催企業・団体様は応募作品の中から独自に特別賞を選定いただきます。　　　　　
　当法人で作者と著作権の確認および表現上の微修正を行い貴社名・貴団体名を入れた
　ポスターを1,000枚を提供いたしますので、そのポスターの掲示活動をお願いします。
　（自治体には作者の承諾済みデータを提供しますので修正してご使用ください） 

●受賞者へ共催企業・団体特別賞として記念品を提供して頂きます。　　　　　　　　
　2万円前後の商品を目安に内容はお任せします。 

●11月に表彰式を行う予定です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　賞状と記念品の贈呈式を行いますのでご出席をお願いします。　　　　　　　　　　
　賞状は各社共通のものを事務局で用意いたしますので代表者の捺印をお願いします。 

●共催企業・団体様のホームページやツールなどで出来る限りコンテストの告知及び終
　了後の結果報告の掲示をお願い致します。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　（オレンジリボンHPのコンテストページへのリンクでも結構です） 

●オレンジリボン公式HPのコンテストページに支援企業名の掲載をさせていただきます。 

＜2010年度スケジュール予定＞ 

広告出稿 
応募受付 

3/1 

応募締切り 

5/末 

１次審査 

5/中旬 

最終審査
　　

6/上旬 

結果発表 

7/上旬 

表彰式（予定） 

11/下旬 

共催企業 
団体決定 

3/1 

児童虐待防止 

推進月間 
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　　2010年度コンテスト概要　　

【贈賞関係】 
＜公式ポスターの部＞ 最優秀作品賞 1名 賞金10万円 賞状 

優秀作品賞 3名 賞金 3万円 賞状 
＜共催企業・団体の部＞ 特別賞 各共催毎 賞状 記念品　　　　

　　　　　　　　　　　※１次審査を全国ネットにて行い通過者３００名に公式オレンジリボンストラップを贈呈　

【応募形式】 実際の使用を目的としていますので、Adobe IllustratorまたはPhotoshopを使用して　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　印刷用データの作成ができる方を対象といたします。 

【応募手順】　公式ホームページより作品データを添付して応募　

　＜応募締切り＞2010年5月31日（月）　２４時 

【結果発表】　「オレンジリボン公式サイト」（７月上旬）　

　　　　　　　 昨年度の応募詳細は下記公式ホームページをご覧ください。 
http://www.orangeribbon.jp 

【審査委員】　（予定） 
全国児童養護施設協議会 会長 中田浩二

　　 　　　　　　 株式会社シークルーズ クリエイティブディレクター 渡邉育雄　 　　
読売新聞 社会保障部長 小畑 洋一 　　　　　　
児童虐待防止全国ネットワーク 理事長 吉田恒雄 
児童虐待防止全国ネットワーク 副理事長 椎名篤子
　 ※共催企業・団体の特別賞選定は１次審査通過者のなかからそれぞれお願い致します。 
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　　2009年度選考会＆表彰式の模様

　

＜選考会の模様＞ ＜表彰式の模様＞ 

鎮魂集会にて（日比谷公会堂/11月21日) 最終選考会（審査員・共催企業担当者/7月6日) 

壇上での表彰式 

共催企業賞の授与 

各地から集まった受賞者 

1次審査通過した200作品 

最終審査風景 

有効応募総数<310>作品、その殆どが完成度の高い作品でした。 
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　　2009年度受賞者と作品紹介 
＜最優秀賞＞

　グラフィックデザイナーとしてこのような賞を 
いただけたことは、大変励みになり感謝してお 
ります。 

制作に関しましては、オレンジリボン運動をよ 
り多くの人たちに知ってもらえるよう、明るくや 
わらかなイメージにすること、シンボルマークを 
大きく扱い全体をシンプルにまとめることを心 
がけました。 

このポスターで1人でも多くの子供を虐待から 
救うことができれば幸いです。 

東京都荒川区　　　
小川哲也さん 
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2009年度受賞者と作品紹介 

京都府京都市 

大狩武志さん 

香川県高松市 

野田弥生さん 

埼玉県ふじみの市 

永松真依香さん 

子どもの頃の記憶は一生もの 
です。たくさんの方にオレンジ 
リボン運動のことを知ってもら 
い、一人でも多くの子どもたち 
のぽかぽかとしたあたたかな 
笑顔がみられるようにと願い 
を込めてこのポスターを制作し 
ました。 
今後はもっとメッセージ性のあ 
るイラストを描けるよう努力を 
していきたいと思っております。 
審査員の皆様、ありがとうご 
ざいました。 

デザインの意図は、『みなさん 
「赤い糸」って知ってますよね。 
「あれ？この人…」など感覚で 
人と人とが結ばれる運命の糸 
です。 それと同じで実はみなさ 
ん持っているんです「オレンジの 
糸（リボ ン）」も。 
「運命の赤い糸」のように、繋がっ 
ているんです子供達と私達大 
人は「オレンジの糸（リボン）」 
で。』というのを表現しました。 

「この度は賞をいただき誠にあり 
がとうごさいました。現在、私は 
子育て真っ最中です。 
周囲の方々の新米ママへのちょっ 
とした気遣いや、やさしい声かけ 
に何度、気持ちが楽になったこと 
か。。。ポスター制作を通して、感 
謝の気持ちと改めて地域社会と 
の関わりを考えました。 
オレンジリボンの活動をより身近 
に感じ、少しでも活動に関われた 
ことに嬉しく思います。 
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＜共催企業賞＞ 

神奈川県横浜市 

八下田さん 
東京都武蔵野市 

北田光志さん 

＜(財)SBI子ども希望財団 賞＞ ＜日本アムウェイ 賞＞ 

＜フィリップ モリス ジャパン 賞＞ 

＜サイバークエストコーポレーション 賞＞ 

＜日本ケンタッキーフライドチキン 賞＞ 

埼玉県蓮田市　

九法祐杏さん 

静岡県浜松市 

桑田亜由子さん 

北海道札幌市　　　　

村上鶴芳さん 
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共催企業５社と想定しての実施予算 総額300万円 　

＜告知・広報関係＞　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（内訳）

　 広告出稿（コンテストサイト登竜門、チラシ作成） ・・・30万円　

　 全国のデザイン学校へ案内送付（美術芸術系大学、専門学校、スクールへ郵送） ・・・15万円

　 専用HP作成（バナー、詳細ページ制作、結果発表ページ作成） ・・・20万円

　 ニュースリリース（募集告知　結果の配信） ・・・10万円 

＜選考関係＞

　 選考会会場、選考資料、審査委員交通費 ・・・20万円 

＜表彰関係＞

　 賞状、額縁、賞金等 ・・・25万円

　 受賞者交通費　受賞者14名 ・・・20万円　

　 1次通過者へオレンジリボンストラップ送付　300個　1000円×300名 ・・・30万円 

＜各社のポスター作成関係＞

　 ポスター制作（受賞者との調整、データ修正、印刷一式）　5社 ・・・75万円 

＜運営関係＞

　 事務局職員1名設置（各種運営、連絡、問い合わせ応対）　10万×3ヶ月 ・・・30万円

　 実施予備費　上記合計の10％ ・・・30万円　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

共催協力金と実施予算内訳 
コンテスト共催支援金として30万円の費用負担をお願いいたします。 

この費用には貴社名・団体名入りのポスター1,000枚（約１５万円分）を含みます。 

支援金は下記予算の一部に充当させていただきます。 
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　お問い合わせ先

　NPO法人　児童虐待防止全国ネットワーク事務局　　

　〒1560043　東京都世田谷区松原13819 東建ビル605
　TEL/FAX：0363806380　　　　　　　

　EMail：info@orangeribbon.jp　　　　　
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※共催をご希望される自治体の方々は都道府県および政令指定都市とさせて頂きます。
　 費用や活動については個別にご相談ください。

mailto:info@orangeribbon.jp

